
　事業性評価とそれに基づくフォローアップの取組みにより、経営規模拡大や事業の多角化など、攻めの経営展開を図ろうと
するお客さまを積極的に支援しています。

　農林水産事業では、お客さまと一緒に経営の強みや弱みを整理し、ご自身では気付きにくい経営の強みを活かす方法や弱
みの打開策を検討し、課題解決のための提案を行う「事業性評価」の取組みを通じて、お客さまの経営ビジョンの達成を積極的
にサポートしています。

　農林水産事業では、事業性評価を通じて、お客さまの実態把握から課題共有→解決支援へとつなげていくコンサルティング
活動に取り組んでいます。

◦�事業性評価の取組み

◦�事業性評価を通じたコンサルティング活動

◦�事業性評価のポイント

■これまでの実績や今後
の経営展開の実現可能
性の根幹となる、経営
者の能力に着目・切り
出し。

■今後の経営展開の根幹
となる、その経営体の経
営戦略に着目・切り出し。

■客観的な評価を行う観点から、
評価項目や項目ごとの着眼点
を明確化。

■今後の経営戦略の位置付けを
明確にした経営ビジョンシート
をお客さまが作成。
■外部・内部環境から経営戦略を
分析することで、事業計画に対
する課題を洗い出し、課題の解
決策をお客さまと検討した上
で、経営発展プランを策定。

事業性の評価従来の審査
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　お客さまご自身が、これまでの経営を振り返って経営の強みや弱みを改めて認識し、将来ビジョンを明確にするため、「経
営ビジョンシート」を作成していただきます。
　農林水産事業は、経営の強みや成長可能性を的確に見極めるため、「経営者能力」（これまでの実績や今後の経営展開の実現
可能性の根幹）と「経営戦略」（今後の経営展開の根幹）を切り出して積極的に評価します。
　その上で、外部環境なども踏まえて経営課題を洗い出し、課題の解決策をお客さまと一緒に検討し、融資にとどまらず多様
な経営支援サービスの提供によって課題解決をサポートします。

事業性評価を通じたコンサルティング活動に取り組んでいます

お客さまへの理解を深め、経営の強みや弱み、課題を洗い出す

経営課題をお客さまと共有し、その解決策を一緒になって考える

融資だけでなく多様な支援策を活用して課題解決をサポートする

支援実施後の濃密なフォローアップにより、目標達成を支援する

実態の把握
実態の把握

課題の共有
課題の共有

課題解決の取組み

課題解決
の取組み

フォローアップ

フォローアップ

コンサルティング融資活動の推進
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　農林水産事業ではお客さまの事業承継に係る課題に対し、事業承継の形態や段階に応じた情報提供、外部専門家や関係機
関などの紹介・派遣、資金の供給などにより支援に取り組んでいます。
　また、農林水産業の経営資源が円滑に次世代に継承されていくよう、農林水産分野におけるM&Aなどに係る情報収集や支
援を強化し、お客さまの事業承継支援に取り組んでいます。

　農林水産業の経営資源を円滑に継承することを目的に、外部専門家などと連携しつつ「経営資源マッチング」に取り組んでい
ます。

お客さまの事業承継を支援しています

経営資源マッチングに取り組んでいます

民間金融機関と連携して事業承継と規模拡大を支援

　Aさんは和牛を生産する農業者で、将来、後継者（Bさん）に対して円滑に事業承継を行うこと、そして基盤を強化するために
規模拡大を行うことが経営の課題でした。
　そこで、Aさんは後継者への事業承継を見据えC社を設立し、農林水産事業とメインバンクである民間金融機関D行へ事業承
継の計画を相談。D行はAさんからC社への事業資産の取得資金を、農林水産事業はC社が規模拡大を行うための設備資金を協
調して融資しました。

Aさん（個人）

農林水産事業
C社

代表：Aさん
農場長：Bさん（後継者）

民間金融機関D行
個人資産の
取得資金

個人資産
（資産の継承）

規模拡大の
設備資金

法人化・規模拡大
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連携

本店

お客さまA お客さまB
（受け手候補先）

A支店 B支店

●事業規模を拡大したい
●リレー栽培がしたい
●防疫対策としてほ場を分散したい
●適地を確保したい
●農業に参入したい　…など

●負債を圧縮したい
●不採算事業から撤退したい
●後継者が不在

希望が一致したペアの情報を
支店にフィードバック

●担い手支援
●経営資源の有効活用

●受け手候補先情報
●農場などの購入希望情報

●事業再生
●廃業支援
●経営資源の劣化
●財産散逸防止
●事業承継

●農場などの
　売却希望情報

経営資源

山林

農地

農場

機械
会社
または
事業



　農林水産事業では、全国48の支店網を活かし、食品加工・流通企業の皆さまの国産農水産物を「買いたい」ニーズと、農水
産業を営む皆さまの「売りたい」ニーズをマッチングさせ、お客さま同士を都道府県域を越えてお引き合わせしています。
　お客さまの魅力的な商品開発やお取扱い商品の充実に役立てていただいています。

事業再生支援に取り組んでいます

　地域の農林水産業の維持発展に不可欠な、お客さまの事業再生支援に積極的に取り組んでいます。
　具体的には、メインバンクなどの民間金融機関や外部専門家と連携して、お客さまとの丁寧なコミュニケーションを通じて
経営改善計画の策定を支援し、計画実行後の経営相談やフォローアップにも継続して取り組んでいます。特に、農業者の事業
再生支援については、農業経営アドバイザーによる計画策定支援、農林水産事業独自のネットワークを活用した事業承継支援、
生産技術の外部専門家と連携したコンサルティングなど、農業の特性を踏まえた支援活動を行っています。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響や東日本大震災などで被災されたお客さまのご相談に対し、関係機関と連携し、迅
速かつきめ細かな対応を行い、経営再建・復興支援に取り組んでいます。

外部ネットワークと連携し海外展開などの経営支援を行っています

全国ネットワークを活用したマッチング支援

　お客さまが抱える販路開拓や財務改善、生産性向上など多岐にわたる課題に的確に対応し、経営発展を支援するため、日
本プロ農業総合支援機構（J-PAO）、日本貿易振興機構（JETRO）などの外部の専門機関と連携しています。
　一例として、J-PAOは幅広い業種の会員と農業者支援のノウハウを持っており、お客さまの販売支援や事業化支援を行って
います。JETROは、アグリフードEXPOに併せて輸出商談会を開催し、海外バイヤーとのマッチングを後押ししています。
　また、農林水産事業では、国内外の貿易商社と提携し、初めて農産物などの輸出に取り組むお客さまを支援する「トライア
ル輸出支援事業」（輸出事前準備、輸出手続き、輸出先での販売状況のフィードバックなど）を行っています。

輸出に取り組む
意向のある
農水産業者・
食品製造業者

海外

農林水産事業

貿易商社

①相談・申し込み

③商品の出荷 ④通関・輸出

②支援の依頼

⑤売れ行き状況をフィードバック

輸出指定倉庫

トライアル輸出支援事業スキーム図

トライアル輸出支援事業説明会の様子

全国48支店で
情報共有・マッチング

農林水産事業
A支店

金融
機関

食品企業の
皆さま

国産の農水産物・加工品
を仕入れたいと考えてい
る食品加工・流通企業の
皆さまから、希望する商
品の情報をお聞きします。

全国ネットワーク
を活かしてニー
ズに合った国産
農水産物・加工
品を生産できる
農水産業の皆さ
まを探します。

食品企業の皆さまと農水産業の皆さまがス
ムーズに連絡・商談できるよう支援します。

農林水産事業
B支店 農水産業の

皆さま
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　稲作経営を行うＡ社は、血糖値の急上昇の抑制やダイエッ
トなどに効果が見込まれる成分が多く含まれているインディ
カ米に着目し、試験栽培を重ねました。その結果、米の生
産量が安定してきたことから、本格的な生産を開始。さらに
米粉加工事業に取り組むことを決意。米粉加工施設の建設
を計画しました。
　農林水産事業は、Ａ社の生産能力や商品開発力などを評
価し、地元の民間金融機関とともに必要な資金を融資しまし
た。また、Ａ社が連携してインディカ米の生産に取り組む農
業法人を求めていることから、近隣地域の生産者とのマッチ
ングに取り組むなど、事業目標の達成を支援しています。

　農林水産事業は、地域金融機関２行と合同で、若手農業経
営者を塾生とする「農業経営トップランナー養成塾」を開催し
ました。各塾生の経営課題や今後の自身の経営展開の方向
性に応じて、「人材雇用と定着」「外国人雇用」「ブランディング」
「ＧＡＰ認証の取得」「輸出」「経営ビジョンの明確化」「経営戦略
の策定」などをテーマに、専門家や公庫支店担当者などによ
る講義を行いました。
　参加した経営者からは、「輸出強化について模索していた
ところ、個別具体的な提案やアドバイスをもらうことができ
ありがたかった」「円滑な外国人雇用を行うための具体的な
イメージを掴むことができ、大変有意義な講義だった」など
の感想が寄せられました。

　米や黒豆、野菜などの生産と自社農産物を使用した洋菓
子などを製造・販売するＢ社は、例年、黒豆の収獲作業を委
託していたものの、委託先の事情でその年の収穫ができず、
新たな委託先を探していました。
　この課題を把握した農林水産事業は近隣地域で黒豆収獲
を広く受託していた農業法人Ｃ組合とのマッチングを実施。
その結果、Ｂ社は収穫する人手の確保、Ｃ組合は作業受託機
会の獲得につながりました。

◦�国産インディカ米を原料とする米粉加工施設建設を支援

◦�地域金融機関と連携して若手農業経営者の育成塾を開講

◦�マッチングにより経営課題の解決を支援

米粉加工施設

農業経営トップランナー養成塾の様子

黒豆収穫作業の様子
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